
















































 そこで、この章では年代ごとに 3 人の個別事例を挙げ、宝立町の結婚儀礼がどのように行われ
てきたのか、また、時代の流れでどのような変化が起きたのか考察する。第 2 節では家で結婚式












































































































































































































































































































































































 また、O さん（2.2）の家では、O さんの息子が 2000 年ごろに愛知県名古屋市で結婚式を挙げ
た。その時は相手方にまんじゅうではなく、輪島塗の箸を渡し、O さんの家の近所や親類には、
本人たちではなくOさん夫婦がまんじゅうを送った。 
 
5．考察 
 
 これまでの節では、3軒の結婚式の事情を詳しく取り上げ、また、各儀礼についての概要を取り
上げてきた。この節では、これまでの節を振り返りながら考察を行いたい。 
 仲人は、3軒の事例共に出てきている。『珠洲市史』によれば、男女が出会う機会がなかったか
らこそ活躍した仲人であったが、職場などで出会えるようになっても仲人が出てきたことは、親
類や隣近所との繋がりを深めることが目的であったのではないだろうか。仲人をやってもらうに
はお金がかかるが、それでも雇っていたことには、地域の繋がりの温かみを感じる。 
 宝立町での調査において、「もう結婚式は家では行ってはいない」といった話をよく耳にした。
しかし、「昔はそういうものだった」と話した方が多いことから、儀礼の形式が定まっていたこと
が分かる。 
『珠洲市史』（1979）と第二節を比較すると、敷の当日に嫁を迎えに行くとき、仏壇や神棚への
お参り、里帰りなど、昔は婿が関わらない儀礼が多かったのだが、それが 1960～70 年代の間で
徐々に婿も儀礼に関わってくるといった変化が見られる。1960～70年代と言えば、高度経済成長
期の最盛期から衰退期にあたり、男は自分の仕事で忙しくあまり家庭的な仕事に携わらないとい
う風習が徐々に、嫁と協力して家での仕事、役割を果たすように変化してきたのではないかと感
じた。 
その他の点においては、まんじゅう返しで、まんじゅうではなく洋菓子にするなど多少の変化
は見られていたが、大半の儀礼はあまり変わらず結婚儀礼の伝統を継承していたと言える。しか
し、珠洲市に結婚式場ができたり、金沢への交通の便がよくなることで、結婚式場で結婚式を挙
げることが徐々に増えてきたことで、家での結婚式であるからこそ行えてきた儀礼が減ってきた
ことは間違いない。これについて、町の方々に話を伺うと、「若者があまり宝立町に残らなくなっ
 
87 
 
た」（宗玄、女性、60歳代）、「せめて家や近所と言わなくても、能登市内で結婚式を挙げてさえく
れれば、昔ほど丁寧ではないが、それなりに昔の結婚式に近いことはしてあげられる」（中鵜島、
女性、70歳代）と昔を思い悲しむ人もいたが、「実際、結婚式場を利用して結婚式を挙げたほうが
面倒も少なくて楽だから良い」（上八幡、男性、70歳代）といった話をする人の方が多かった。従
来その町に存在した文化の継承には、年配の方々だけでは面倒と感じられることが増えてくるこ
とも要因であると感じた。また、若者が町から出ていくことによって、儀礼を町以外で行うこと
の難しさや、その儀礼に込められた願も伝えることができなくなっているのではないかと感じた。 
また、紹介した事例は婿入りのものが多かったが、嫁入りと比較してみると、婿が関わらない
儀礼には嫁が行っている点が両者とも同じく、それ以外は単に婿入りの婿と嫁の逆を嫁入りで行
っていた。迎え入れる為の儀礼、迎え入れてもらう為の儀礼というように婿と嫁の行為は別れて
いたようである。 
 現在も宝立町の少子高齢化は進行しており、ますます高齢者の割合が増えてくると思われる。
そうなると、結婚式などの冠婚葬祭によって部落の繋がりを強めていた宝立町において、昔のよ
うに人々の繋がりがあったからこそ伝わってきた文化を継承することもますます難しくなってく
ることだろう。 
 しかしまた、そういった地域に出向いてみて、金沢など比較的都市部に比べると、宝立町は近
所付き合いも深くて、私にはとても温もりのある町に思えた。結婚に関する話を伺ってみると、
どの家でも楽しそうに、昔を懐かしみながら笑顔で話してくださり、そういった人の思い出に優
しく在り続ける文化をこれからも大切にしてほしいと感じた。 
 
6．おわりに 
 
 7泊8日という非常に短い滞在期間での調査であったが、宝立町の人々はこの地域、そして近所
の人に強い愛情を持っていることが感じられた調査であった。 
 私は3年間、金沢市に住んでおり、珠洲市史宝立町とは私にとってはまったく見知らぬ土地で、
不安と緊張を抱きながらの調査であったが、宝立町の人々はとても暖かく迎えてくださり、お話
を楽しく伺いながら今回の調査を終えることができました。 
 今回、報告書を執筆していて、いただけた情報を細かく丁寧に理解、そしてまとめることがで
きた自信はありませんが、このような形で文章にできたことは、宝立町の皆様のご協力あってこ
そだと心の底から思っています。 
 今回調査にあたり、知らないことばかりで理解に苦しんでいた私にお話を聞かせてくださった
宝立町の皆様にこの場を借りてお礼を申し上げます。私たちの実習調査にご協力いただき、本当
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にありがとうございました。宝立町の発展をお祈り申し上げます。 
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